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サプライチェーンの考え方 
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サプライチェーンの 
基本的な考え方 
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高容量データキャリアに
よるデータベース複合 

システムの構築 

EDIデータを 
荷物に表示する 
手段が必要 

ペーパー EDI 
EDI 補完の 
手段が必要 EDI (EC)の 

導入促進 
UN/EDIFACT,  

EANCOM, XML 

製品の 
ライフサイクル 
管理の実現 

 
部品・製品の 

調達、生産、輸送、
販売、修理、 
リサイクルの 

一元管理が必要  

全ての企業への 
EDI導入は不可能 

EDIデータと荷物を 
紐付けする 
必要がある 

リニアシンボルによる
データベース集中 
システムからの脱皮 

・全ての物品、全て
の輸送容器、全て
の輸送手段に 

固有の 
識別番号が必要 

・通関を含めた 
インターモーダル 

輸送の実現 
・在庫削減、適切な 
生産計画の実現 

リアルタイムロケー
ションシステムの 

利用促進 
 
 

絶対ロケーション 
コードの標準化 

高容量データキャ
リアの利用促進 

2D シンボル 
RFタグ 

 

 

データキャリア／ 
コンテンツの 

標準化 

サプライチェーン標準化の考え方 
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全ての産業分野で全ての物 に、世界で唯一のオープンな識別コードを付与する 

全ての産業分野で 
全ての輸送容器
に、世界で唯一の
オープンな識別コード
を付与する 

全ての産業分野で 
全ての輸送手段
に、世界で唯一の
オープンな識別コード
を付与する 

全ての輸送中継地
点 (空港、港湾等)
の位置 を示す、世界で

唯一のオープンな位置
コードを付与する 

GPS /GLSと連動 

全ての産業分野で全ての輸送単位（梱包） に、世
界で唯一のオープンな識別コードを付与する 

緯度経度 

SCMの高度化 

全ての産業分野で全ての
発注者、受注者、配送
先 に、世界で唯一のオープ

ンな識別コードを付与する 

全ての産業分野で全ての
発注者、受注者、配送
先の位置 を示す、世界で

唯一のオープンな位置コー
ドを付与する 

全ての税関／出入
国管理事務所の位
置 を示す、世界で唯一

のオープンな位置コード
を付与する 

サプライチェーンでの物品識別の原則 

複合一貫輸送の実現 
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サプライチェーン規格での協力体制 

自動車輸送 
ISO TC204 

鉄道輸送 
IEC TC9 

包装 
ISO TC122 

コンテナ 
ISO TC104 

ISO/IEC 
JTC1  
SC31 

船舶輸送 
ISO TC8 

Intelligent Transport Systems 

Ships and 
marine 
technology 

Packaging 
Freight  
containers 

Electrical 
Railway 
Equipment 

IMO 
International 
Maritime 
Organization 

WCO 
World Customs 
Organization 

税関 
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Real Time Locating Systems 

サプライチェーンマネージメントのゴール 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2012-01-10 

 7 
AI Consultant  

アイテム 

マスター 
カートン 

パレット 

コンテナ 

輸送手段 

RFID 

サプライチェーン 
全域の可視化 

サプライチェーンマネージメントのゴール 
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サプライチェーンの階層 

製品包装 

個品 

輸送手段 

輸送単位 

コンテナ 
階層 4 

階層 3 

階層 1 

階層 2 

RPI 

RTI
RPI 

RPI 
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RTI Returnable Transport I temとRPI Returnable  Packaging  I tem 
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RPI 

RPI 

階層 4  
ISO 17363 
TBD 

階層 3  
ISO 17365 
ISO 15394 

階層 2   
ISO 17366 
ISO 22742 

階層 1 
ISO 17367 
ISO 28219 

個品 

包装 

RTI＆RPI 

輸送単位 

コンテナ 

輸送手段  （自動車、飛行機、船、列車） 

Transport 
 Unit 

Product 
Packaging 

Item 

サプライチェーンの階層 

RPI: 
Returnable 
Packaging 

Items  

個品 個品 個品 個品 個品 個品 個品 

包装 包装 包装 

RPI 

RPI RPI RPI RPI RPI RPI RPI RPI 

RPI RPI RPI 

RTI＆RPI 

輸送単位 

Marine 
Container 

Vehicle 

ISO 17364 
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サプライチェーン 
国際標準化の進捗状況 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2012-01-10 

 12 
AI Consultant  

（1）どこまで標準化できたか 
 基本的な規格は完成した。 
  データキャリア ：ISO/IEC 18000-3M3、 ISO/IEC 18000-6C （RFID） ・・・ 
             ISO/IEC 18004、 ISO/IEC 16022 （2次元シンボル） ・・・ 
             ISO/IEC 15417、 ISO/IEC 16388 （1次元シンボル） ・・・ 
  データ構造   ：ISO/IEC 15459-1、 ISO/IEC 15459-2 、 ISO/IEC 15459-3 
              ISO/IEC 15459-4、 ISO/IEC 15459-5 、 ISO/IEC 5459-6 ・・・ 
  データ格納方法：ISO/IEC 15961、 ISO/IEC 15962  （RFID） ・・・ 
             ISO/IEC 15418、 ISO/IEC 15434 （1次元/2次元シンボル） ・・・ 
  アプリケーション：ISO 17363、 ISO 17364・・・ISO17367 （RFID） 
             ISO 28219、 ISO 22742、 ISO 15394 （1次元/2次元シンボル） 

 
（2）残された課題は何か？ 
 a) RFタグにISO/IEC 15459で規定するデータが格納できない。 
  b) インターモーダルなサプライチェーン規格がない。 
 c) アプリケーションでRFIDと1次元/2次元シンボルとのホストへの 
    転送データ構造が一致しない。 
    d) 通い箱物流システムが確立していない。 
  e) オープンな位置コードが標準化されていない。 
 

サプライチェーンでの標準化 
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（3）どう取り組むか？ 
 
 1)サプライチェーン全体を統括する規格。 
    ⇒アプリケーションプロファイル標準化（ISO TC204） 
  
 2)複数データキャリアの使用に対する整合性確保。 
    ⇒サプライチェーンの階層を横断的に利用するための 
      データキャリア標準化（ISO TC122） 
  
 3）通い箱物流システムの進化 
     ⇒通い箱ダイレクトマーキングの標準化（ISO TC122） 
 
 4)サプライチェーンにおける位置コードの利用。 
    ⇒世界的に統一（統合）化された位置コードの 
      標準化（ISO TC211） 
 

サプライチェーンでの標準化 
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サプライチェーンと通い箱管理システム 

通い箱識別 
プロジェクト（JAIF） 

通い箱のリース・ 
洗浄管理 
プロジェクト 

輸送資材管理 
プロジェクト 

通い箱 
ダイレクトマーキング 
プロジェクト（JAISA） 

物流用データキャリアの 
インターフェイス標準化 
プロジェクト（JAISA） 

通い箱 
管理システム 

部品識別 
プロジェクト（JAIF） 

ビジネスインフラ 
対応コンソーシアム 

（JAPIA） 

かんばん、現品票 
納品書、受領書
の小型化標準 

WEB型EDIの標準化 

クラウド 
コンピューティング 

ローコスト 
データキャリア 

自動車業界規格 
自動車業界規格 

データキャリアの混在使用 

部品 
ダイレクト 
マーキング 

リライタブルハイブリッドメディア 

RFIDが医用機器に与える影響緩和 
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サプライチェーン関係規格一覧 （113規格） 
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サプライチェーンの 
基本システム 
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サプライチェーンの基本システム 

受発注情報 受発注情報 

物流センター 物流センター 

動脈物流 動脈物流 

クラウドコンピューティング 
通い箱物流管理システム 

静脈物流 静脈物流 

受発注情報が 
全てのトリガー 

物流センターでは 
洗浄した後返却 空箱の識別はコード体系とデー

タキャリアの価格/混在使用が 
重要 

動脈物流では 
実入りの現品票、
かんばんと箱情報
をリンクさせる 

静脈物流では箱と介在の
一体管理 

リライタブル 
ハイブリッド 
メディア 
ISOIEC29133 

ビジネス 
インフラ 
JAPIA 

洗浄管理システム 輸送資材識別JAIF 通い箱へのダイレクトマーキング 
データキャリアのIF（JAISA） 

動脈物流は 
部品識別の 
標準化重要 
JAIF 
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サプライチェーン 
国際規格の全体像 
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サプライチェーンの全体像 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2012-01-10 

 20 
AI Consultant  

グローバル 
サプライチェーンの 

課題と効率化 
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グローバルサプライチェーンの効率化 

受注情報 

出荷情報 

ID1 

発注情報 

入荷情報 

ID1 

ID5 

ID4 

ID4 

ID3 

ID3 

ID2 

ID2 

ID1 

コンテナID 

発注情報・出荷情報 

L25 L25 

サプライチェーン全域にわたって 
瞬時にネットワーク化は不可能 

データベースが存在しない 
企業もある 

現在使用しているコード体系の 
早急な切り替えは困難 

データキャリアの選択が重要 
   ●複数種類のデータキャリア 
      の使用 
   ●高容量データキャリア 
      の使用 

データキャリアの情報で 
全ての作業が可能 

移行時の 
問題解決 

シングルウインドウ 
ネットワーク 

RFIDと2次元 
シンボルの併用 
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自動車産業の 
バリューチェーン 
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Supply Chain Mgmt: 
• Unique component Id 
• Mat. Handling 
• Mat. Logistics 
• Mat. Packaging 
• Mat. Tracking & Control 
• Container Mgmt 

Dealerships: 
• Compound Mgmt 
• Vehicle Locator 

 Aftermarket Service: 
• Unique Component Id 
• Traceability for re-calls and 

warranty 
• Service parts 
• Parts Warehouse Mgm‘t 

Production Processes 
(e.g. Body Constr, Paint, Assembly):   
• Process Control  
• WIP status & control 
• KANBAN & Mat. Tracking and Control 
• Inventory Mgmt & Part Replenishment 
• Container Mgmt and Asset Utilization 

Veh. Logistics 
• Veh. Identification 
• Compound Mgmt  
• Delivery Estimate 
• Delivery Tracking 

The Automotive Industry Value Stream 
Recycle, Process: 
• Mat. Handling 
• Mat. Logistics 
• Mat. Packaging & Control 

Marketing: 
• Demand driven 

Production Planning 

RFID can be used for various kinds of applications. 
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デンソーの 
情報システム進化 
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･世界規模でのボーダレスな協調と競争 

･グローバルスタンダード に準拠した世界規模での電子商取引の活発化 

環境変化 

９７～ 

００
～ 

０１～ 

情報化の対象領域 

高度化の狙い 

高精度化 

単純自動化 

最短化 

高度自動化 

統合化 
標準化 

業界 
業際・ 
異業種 

デンソー 
グループ デンソー 

個別業務 
自動化 

～９６ 全体ﾌﾟﾛｾｽ最適化 

９７～９９ 
連結 

マネージメント 

００～０３ 
企業連携 

０４～ 

情報化戦略 

第１ステップ 
 

デンソー 

第２ステップ 
デンソー 
グループ 

第３ステップ 
 

自動車メーカー 
部品メーカー 

デンソー情報システムの進化 
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全体プロセス最適化（第一ステップ） 

製品開発 

開発 

設計 

分析 企画  ニーズ 

納入物流 

経営 

人事 

財務 

生産 

経営・管理    

納入先 

市場 

営業 

生産準備 

ネットワーク 
セキュリティー 

仕入先 

購買 

生産立上げ期間の半減 

仮想生産 

世界最適調達 

グローバル購買 

生産 調達物流 

グローバルな経営 
ビジネススピード向上 

連結経営管理 

開発期間半減 

仮想設計 

営業戦略立案 

情報武装 

情報化環境   
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連結マネージメント（第二ステップ） 

経営・財務情報  
グローバルＤＢ 

アクション プラン ニング 

シミュレーション 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ標準ｼｽﾃﾑ 

経営・財務情報  
地域別ＤＢ 

北米 

ル
ー
ト 

地域 

事業 

損益･原価情報 

A製品 
車両台数､ 
売価水準･･･ 
損益予測 

Ｂ製品 
Ｃ製品 

損益計算 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ標準ｼｽﾃﾑ 

経営・財務情報  
地域別ＤＢ 

日本 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ標準ｼｽﾃﾑ 

経営・財務情報  
地域別ＤＢ 

アジア 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ標準ｼｽﾃﾑ 

経営・財務情報  
地域別ＤＢ 

欧州 

モニタリング 

・国内外グループ会社の経理業務は標準化､また地域ごとに集中化されており、ムダがない。 
･財務データや製品コストデータは一元管理されており、必要に応じ   随 時取り出し加工できる。 
・豊富な蓄積データを用い、様々なケースをシミュレートし計画立案をしている。 
・経営指標は常時モニタリングされ、異常時にはスピーディーな対応が取られている。 

＜業務プロセス＞ 

＜情報システム＞ 
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連結マネージメント（第二ステップ） 

デンソーグループ全体の情報化リソースを集中化 
各社情報化レベルの底上げと業務の標準化・均質化 
  グループ会社数：154、従業員数 9,5461 

   

日本 

韓国 

アセアン 

豪州 

インド 

中国 

欧州 

南米 

北米 

2004/０３時点 

４ ９ ７ １４ ２ ２４ ５ １４ ７９ ７５ グループ会社数 

韓国 中国 インド アセアン 豪州 欧州 南米 北中米 海外 日本 
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各社のハードウェアの集中管理、 
グループ会社向け標準システムをネットワークで接続 

標準システム 開発、展開 

生産管理 
財務・原価 

技術 

購買 

営業 

人事 

試作 
・ 
工機 

標準ｼｽﾃﾑ 基本機能：９機能 

連結マネージメント（第二ステップ） 
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企業連携（第三ステップ） 

業界のグローバル化に対応した 
  ネットワーク、取引き情報の標準化 

「個別ネット取引き」から「共通ネット取引き」へ 

一次部品 
メーカ 

二次･三次部品メーカ 

ネットワーク 

販売店 

銀行 

二次･三次部品メーカ 

一次部品メーカ 

自動車メーカ  自動車メーカ  

発注リードタイム削減 
在庫削減 
コスト削減 
品質向上 
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企業連携（第三ステップ） 

共通 
ネットワーク 

 
間接材標準品 
電子カタログ 

 (パソコン、OA機器/文具など） 
A社 

工場 

工場 

B社 

買い手 間接材マーケットサイト 売り手 

OA機器 
業界 

低価格で購入 安定・大きな 
需要確保 

文具 
業界 

間接材調達業務をサポートするプラットフォームを提供し、 
 売り手・買い手双方に対して  効果（メリット）を提供する 
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ご清聴、ありがとうございました。 
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